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平
成
19
年
度
港
湾
事
業
特
別
会
計
決
算
を
不
認
定
 

  

は こ だ て 市 議 会 だ よ り 平成２０年１０月３１日発行 

4

▼
青
果
物
地
方
卸
売
市
場
条
例
の
制
定
 

﹇
現
在
、
西
桔
梗
町
に
あ
る
中
央
卸

売
市
場
を
青
果
物
地
方
卸
売
市
場
と

し
て
新
た
に
設
置
す
る
も
の
﹈
 

▼
学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正
 

﹇
西
小
学
校
と
弥
生
小
学
校
を
統
合

し
、
弥
生
小
学
校
を
設
置
す
る
た
め

の
規
定
を
整
備
﹈
 

▼
看
護
師
修
学
資
金
貸
付
条
例
の
一

部
改
正
 

﹇
市
立
函
館
病
院
高
等
看
護
学
院
の

修
学
資
金
の
貸
付
金
額
を
月
額
１
万

円
か
ら
５
万
円
に
改
定
﹈
 

 

答
弁
 
民
主
・
市
民
ネ
ッ
ト
 
能
川
　
邦
夫
 

 
 
 
定
住
化
促
進
事
業
に
つ
い

て
は
、
移
住
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
や

定
年
延
長
な
ど
社
会
状
況
の
変
化

も
あ
り
、
全
国
的
に
も
移
住
者
が

増
え
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
時
点
で
目
標
値
を
定
め

る
こ
と
は
、
難
し
い
も
の
と
考
え

て
い
る
。
当
市
が
会
長
市
を
務
め

て
い
る
北
海
道
移
住
促
進
協
議
会

に
お
い
て
、
定
住
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
こ
の

よ
う
な
運
動
の
中
で
の
協
議
も
し

な
が
ら
、
目
標
値
の
設
定
も
含
め

て
事
業
の
総
合
的
な
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。
　
　
　
（
市
長
）
 

議決結果　第３回定例会　◎＝満場一致で可決　○＝賛成多数で可決　×＝賛成なしで否決 

○ 一般会計（反対：日本共産党） 

○ 港湾事業特別会計（反対：日本共産党） 

◎ 自転車競走事業特別会計 

◎ 中央卸売市場事業会計 

◎ 水道事業会計 

◎ 温泉事業会計 

◎ 病院事業会計 

◎ 青果物地方卸売市場運営協議会条例 

◎ 青果物地方卸売市場条例 

◎ 議会政務調査費の交付に関する条例等 

◎ 公益法人等への市職員の派遣等に関する条例 

◎ 職員等の旅費に関する条例 

◎ 恩給条例および消防団員等公務災害補償条例 

○ 市立保育所設置条例（反対：日本共産党） 

◎ 認可地縁団体印鑑条例 

◎ 市立函館保健所使用料及び手数料条例 

◎ 食品衛生法施行条例 

◎ 日乃出いこいの家条例 

◎ 学校設置条例 

◎ 学校給食共同調理場条例 

◎ 公営企業の設置等に関する条例 

◎ 市営谷地頭温泉使用条例 

◎ 市立函館病院高等看護学院の授業料、入学料および入学検定料条例 

◎ 看護師修学資金貸付条例 

◎ 市議会会議規則 

◎ 公の施設の指定管理者の指定 

◎ 工事請負契約 
（（２０）市営住宅日吉3丁目団地6号棟新築主体工事） 

◎ 土地の売払い 

◎ 公有水面埋立て 

◎ 新たに生じた土地の確認 

◎ 新たに生じた土地の確認 

◎ 町の区域の変更 

◎ 土地開発公社定款の変更 

◎ 北海道市町村備荒資金組合規約の変更 

◎ 損害賠償の額 

◎ 教育委員会の委員の任命の同意 

◎ 教育委員会の委員の任命の同意 

◎ 人権擁護委員候補者の推薦 

○ 一般会計（反対：日本共産党） 

× 港湾事業特別会計 

○ 国民健康保険事業特別会計（反対：日本共産党） 

○ 自転車競走事業特別会計（反対：日本共産党） 

◎ 奨学資金特別会計 

◎ 水産物地方卸売市場事業特別会計 

◎ 老人保健医療事業特別会計 

◎ 介護保険事業特別会計 

◎ 風力発電事業特別会計 

◎ 母子寡婦福祉資金貸付事業特別会計 

◎ 中央卸売市場事業会計 

◎ 水道事業会計 

◎ 温泉事業会計 

◎ 公共下水道事業会計 

◎ 交通事業会計 

◎ 病院事業会計 

◎ 新たな過疎対策法の制定に関する意見書 

◎ 農業生産資材の価格高騰等に関する意見書 

◎ 函館職業能力開発促進センターの存続に関する意見書 

○ 原油価格高騰に関する緊急対策を求める意見書 

◎ 安心して医療を受けられる体制の拡充に関する意見書 

◎ 銃刀法の改正・強化を求める意見書 

◎ 社会保障関係費の２，２００億円削減方針の撤回を求める意見書 

◎ 「協同出資・協同経営で働く協同組合法」の速やかな制定を求める意見書 

○ 「公立高等学校配置計画案」の撤回・再考を求め、地域や 
　 子どもの実態に応じた高校づくりを実現する意見書 

◎ ヒトＴ細胞白血病ウイルス1型（HTLV-1）関連疾患に関する意見書 

◎ 学校耐震化に関する意見書 

◎ 雇用促進住宅の入居者への支援強化に関する意見書 

◎ 太陽光発電システムのさらなる普及促進を求める意見書 

○ 道路財源の「一般財源化」に関する意見書 

◎ 投機マネーの抜本的規制強化に関する意見書 

◎ 石油製品等の高騰から農漁業と運送業の経営を守る意見書 

◎ 父子家庭にも児童扶養手当の支給を求める意見書 

○ 公契約法の制定を求める意見書 

◎ 決算特別委員会の設置および委員の選任について 

答
弁
 

答
弁
 

答
弁
 

 
無
所
属
 
三
遊
亭
　
洋
楽
 

 
 
 
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
財
政

再
建
の
一
環
と
し
て
管
理
職
手
当

の
５
％
減
額
や
特
殊
勤
務
手
当
の

全
廃
、
ま
た
行
財
政
改
革
の
推
進

に
よ
る
職
員
数
の
削
減
を
実
施
し

て
き
て
い
る
。
一
定
の
給
与
水
準

は
維
持
し
つ
つ
総
人
件
費
の
抑
制

を
図
っ
て
き
て
お
り
、
給
与
の
一

括
削
減
に
よ
り
新
た
な
職
員
の
採

用
を
増
や
す
こ
と
は
、
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。
 

　
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
の
待
遇

改
善
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
検
討
し

て
い
き
た
い
。
　
　
　
（
市
長
）
 

○
国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
問
題
に
つ

　
い
て
 

公
明
党
 
志
賀
谷
　
隆
 

 
 
 
問
題
発
覚
後
、
同
社
は
税

理
士
に
会
社
設
立
時
か
ら
の
帳
簿

類
の
調
査
を
依
頼
し
、
そ
の
結
果

を
も
と
に
内
容
解
明
と
問
題
点
の

整
理
を
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
り
、
憶
測
の
発
言
で
混
乱
を
生

じ
、
会
社
の
信
用
を
失
う
こ
と
の

な
い
よ
う
に
全
容
解
明
前
に
社
外

に
情
報
を
漏
ら
さ
ぬ
よ
う
社
長
か

ら
社
員
に
伝
え
た
と
聞
い
て
い
る
。
 

　
ま
た
、
本
件
に
つ
い
て
は
、
不

正
が
あ
る
旨
社
長
に
報
告
が
あ
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
れ
が
、

不
正
を
知
っ
た
と
き
の
告
発
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
　
（
市
長
）
 

無
所
属
 
竹
花
　
郁
子
 

 
 
 
学
校
図
書
館
は
、
子
供
の

読
書
意
欲
を
喚
起
し
、
想
像
力
を

は
ぐ
く
む
機
能
と
学
習
に
必
要
な

情
報
を
収
集
・
活
用
す
る
能
力
を

育
成
す
る
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
も

の
で
あ
り
、
学
校
教
育
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
担
う
も
の
と
と
ら

え
て
い
る
。
 

　
子
供
の
活
字
離
れ
が
指
摘
さ
れ

る
中
、
読
書
環
境
の
整
備
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
る
こ
と
が

必
要
と
考
え
て
お
り
、
学
校
図
書

館
の
充
実
を
盛
り
込
ん
だ
読
書
活

動
の
推
進
計
画
策
定
に
つ
い
て
、

今
後
検
討
し
た
い
。
（
教
育
長
）
 

　質
疑

市
長
の
税
務
署
や
国
際
貿

易
セ
ン
タ
ー
へ
の
関
与
 

　答
弁

税
務
署
に
対
し
て
は
、
一

切
電
話
し
て
お
ら
ず
、
電
話
の
発

信
記
録
も
な
い
。
ま
た
、
国
際
貿

易
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
は
、
派
遣

職
員
に
税
理
士
事
務
所
の
調
査
に

協
力
し
て
ほ
し
い
旨
を
話
し
た
が
、

市
長
が
セ
ン
タ
ー
職
員
と
電
話
で

や
り
取
り
を
す
る
こ
と
自
体
が
越

権
行
為
に
な
り
、
セ
ン
タ
ー
職
員

は
市
長
に
直
訴
し
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
互

い
に
言
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ

う
と
円
満
に
別
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

　質
疑

市
が
不
正
な
プ
ー
ル
金
を

確
認
し
た
時
期
 

　答
弁

昨
年
12
月
頃
、
前
港
湾
空

港
部
長
が
派
遣
職
員
か
ら
話
を
聞

き
、
預
か
っ
て
い
た
市
職
員
に
プ

ー
ル
金
を
会
社
に
返
す
よ
う
指
示

し
た
が
、
そ
の
際
、
副
市
長
は
報

告
を
受
け
て
お
ら
ず
、
副
市
長
が

プ
ー
ル
金
に
つ
い
て
確
認
し
た
の

は
、
平
成
20
年
７
月
10
日
で
あ
る
。
 

　質
疑
市
長
の
違
法
性
の
認
識
 

　答
弁

税
理
士
事
務
所
の
中
間
報

告
に
お
い
て
、
領
収
書
を
改
ざ
ん

し
て
い
た
こ
と
及
び
出
張
旅
費
の

未
精
算
に
よ
る
差
金
を
取
締
役
の

主
導
で
プ
ー
ル
金
と
し
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
は
法
に
触
れ
る
不
正
行
為
で
あ

る
と
解
釈
し
て
い
る
。
 

国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
問
題
へ
の
市
の
対
応
に
質
問
多
数 

 

　
第
3
回
定
例
会
は
、
9
月
8

日
か
ら
１０
月
１
日
ま
で
の
２４
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
平
成

２０
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
議
案
３８
件
や
平
成
１９
年
度
決

算
１６
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
議

案
に
つ
い
て
は
、
所
管
委
員
会

で
付
託
審
査
を
行
う
な
ど
し
て
、

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
3
件

を
賛
成
多
数
で
、
自
転
車
競
走

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

３５
件
を
満
場
一
致
で
可
決
い
た

し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
決
算
に
つ
い
て
は
、

決
算
特
別
委
員
会
で
付
託
審
査

を
行
う
な
ど
し
て
、
一
般
会
計

な
ど
3
件
を
賛
成
多
数
で
、
奨

学
資
金
特
別
会
計
な
ど
１２
件
を

満
場
一
致
で
認
定
し
、港
湾
事
業

特
別
会
計
は
満
場
一
致
で
不
認

定
と
い
た
し
ま
し
た
。 

　
各
常
任
委
員
会
は
、
閉
会
中

も
継
続
し
て
、
陳
情
の
審
査
や

「
株
式
会
社
函
館
国
際
貿
易
セ
ン

タ
ー
に
係
る
不
祥
事
の
発
生
に

つ
い
て
」
、「
温
泉
事
業
の
経
営

健
全
化
に
つ
い
て
」
、「
市
立
病

院
の
経
営
健
全
化
に
つ
い
て
」

の
調
査
を
行
い
ま
す
。
 

　
◎
＝
満
場
一
致
で
採
択
　
 

　
●
＝
賛
成
少
数
で
不
採
択
　
 

　
▽
＝
取
下
げ
承
認
　
  

●
 「
公
衆
浴
場
の
確
保
の
た
め
の
特

　
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の
適
切

　
な
運
用
に
関
す
る
陳
情
（
第
2
項

　
第
1
号
、
第
2
項
第
2
号
）
 

●
函
館
山
登
下
山
歩
道
の
復
活
と
旧

　
歩
道
部
を
違
法
に
占
拠
し
営
業
用

　
駐
車
場
等
を
造
成
し
之
を
阻
害
し

　
て
い
る
業
者
に
対
す
る
指
導
の

　（
是
正
）
強
化
を
要
請
す
る
陳
情
 

◎
函
館
市
公
民
館
の
利
活
用
環
境
整

　
備
に
係
る
議
論
の
場
の
設
置
に
関

　
す
る
陳
情
 

▽
土
地
区
画
整
理
事
業
に
関
す
る

　
陳
情
 

見晴公園 見晴公園 


